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達成度

自己
評価

外部アン
ケート等 総合

① 自分の学校が好きだと感じている生徒の割
合は、８５％以上である。

・生徒のチャレンジ精神と自己実現に対して、積極的
   支援を図る。 C C C

② 各教育活動に満足している生徒が７０％以
上である。

・授業や行事等の検証に絶えず努め密度の濃い教育活
   動を展開する。 C C C

① 授業に「工夫」がなされていて、主体的に
取り組めると感じている生徒が７０％以上
である。

・生徒各自が学習の目標を明確にもち、主体的に取り
   組めるような授業を展開する。 A A A

② 本校が「授業改善」による学校の特色化に
力を入れていると感じている保護者が
７０％以上である。

・学校ホームページやインスタグラム、一斉メールや
  「学年だより」などを通じて保護者への情報提供を
  行う。
・学校行事、ＰＴＡ行事等を通じて本校教育活動の理
   解を図る。

B B B

① 授業等の学習内容に満足している生徒が
７５％以上である。

・授業研究や授業改善を行い各教科の指導力を向上さ
   せる。 B B B

② 授業に真剣に取り組んでいる生徒が
７５％以上である。

・予習・復習を励行し、目的をもたせて授業に臨ませ
   る。 A A A

4
① 学習に対して達成感をもっている生徒が

７０％以上である。
・進路指導に結びついた学習指導の工夫を図る。

A A A

② 授業以外での１日当たりの平均学習時間は
２時間以上である。

・教科間調整による宿題や課題の充実を図り、家庭学
　習を習慣にできるよう工夫を行う。 C C C

5 生徒の主体性を生かした授
業を実施していますか。

① 各教員が他教員の授業を年間２回以上参観
し、授業研究をしている。

・校内研修推進委員を中心に計画的組織的に実施す
   る。 B B B

① 学年会議や生活係会議、教育相談会議にお
いて、生徒に関する情報の交換を月に３～
４回程度行っている。

・会議における十分な情報交換と情報の共有化に努め
   るとともにＳＣとの連携を密にする。 A A A

② 学校生活に満足感を覚えている生徒が
８０％以上である。

・組織的な教育相談体制の確立と機能の充実を図る。

B B B

7
学校はいじめの防止や早期
発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

① いじめの発生防止に努め、いじめの解消率
が１００％である。

・いじめ対策委員会を定期的に開催し、情報の共有化
   に努める。 B B B

① １日当たりの遅刻者の総数が、4人
(０.７％)以内である。

・基本的生活習慣確立のための指導を徹底する。

C C C

② １日あたりの欠席者の総数が、8人
(１.４％)以内である。

・家庭との連絡を密にし、協力体制を確立する。

D D D

① 生徒会行事が有意義であると感じている生
徒が８０％以上である。

・行事の重点化やねらいの明確化等、活動が生徒主体
   となるような工夫を図る。 C C C

② 部活動が充実していると感じている生徒が
８０％以上である。

・部活動加入率を高め、活動支援を確立する。

B B B

① ガイダンス機能を活かした進路指導が行わ
れていると感じている生徒が７０％以上で
ある。

・学年の状況に応じた段階的な進路指導計画の構築と
　それを基にした進路資料の作成に努める。 B B B

② 高校３年間で少なくとも１回インターン
シップやオープンキャンパスに参加した生
徒の割合が７０％以上である。

・インターシップやオープンキャンパスに積極的に参
   加するように働きかける。 A A A

③ 生徒の将来の志望について理解している保
護者が７５％以上である。

・進路講演会、類型説明会等での具体的な情報提供を
   行う。 A A A

① 進路実現に向け積極的に取り組んでいる生
徒が７５％以上である。

・「自己の生き方」と「将来の職業」の関連を理解さ
   せる指導方法の工夫に努める。 A A A

② 進路目標達成に必要な学力を養う努力をし
ている生徒が７０％以上である。

・授業を大切にし、課外、補習等に積極的に参加さ
   せ、進路意識を高める支援を行う。 A A A

① 「学校公開」を年３回実施している。 ・進路講演会・オープンスクール等、開催時に授業公
   開等を実施する。 A A A

② 学校ホームページ・インスタグラムの更新
を週１回以上行っている。

・最新かつ詳細な情報の提供に努める。

A A A

13 家庭、地域社会の教育力を
活用していますか。

① 保護者や地域社会の人を講師とした講演会
などを年３回実施している。

・交通安全教室、防犯教室や地域、大学等の講師によ
   る模擬授業を実施する。 A A A

① ＩＣＴを活用した授業に、生徒の７０％以
上が満足している。

・校内研修をとおしてＩＣＴの活用場面の充実を図
   る。 A A A

② 学習支援ソフトウェアを利用した授業を週
３回以上実施している。

・ＩＣＴの活用例等を積極的に出し合い、情報共有を
    行う。 A A A

① オンラインによる通知方法を活用している
割合が７０％以上である。

・活用方法を共有し、学校ホームページや一斉メール
   などオンラインによる通知配信の充実を図る。 A A A

② オンラインによる全校生徒を対象としたア
ンケートを１０回以上実施している。

・紙面の特性も活かしつつ、場面に応じてGoogle
   フォームなどのオンラインによるアンケートを積極
   的に実施する。

A A A

16 生徒の身体的・心理的状態
の把握に努めていますか。

① 健康診断・相談、教育相談等の機能が充実
していると感じている生徒が７０％以上で
ある。

・ＳＣや外部機関との連携を生かしながら、校内の教
   育相談の充実を図る。 B B B

17 安全教育の徹底に努めてい
ますか。

① 年２回以上、避難訓練等により防災意識の
涵養を図っている。

・避難訓練に真剣に取り組ませるとともに、校内安全
   点検の徹底を図る。 A A A

・学校説明会を午前の部・午後の部の２回と学校説明会前に部活動見学を実施し
　た。生徒が主体的に運営にかかわった。
・中学生及び保護者への広報活動として、「館女トーク」という名称で、本校生徒
　による学校案内並びに個別相談会を複数回実施し、中学生・保護者の希望に沿っ
　た個別対応を行った。
・昨年度に引き続き、オープンスクールを２回実施し、うち１回は部活動体験を実
　施でき、中学生及び保護者に好評だった。
・ＰＴＡ総会を書面で実施した。実施形態・内容のさらなる工夫を継続したい。
・昨年度ホームページを刷新し、更新頻度を高めた結果、好評を得ている。
・広報活動の充実に努めた結果、中学生の進路希望が高倍率であった。
・地域人材を活用し、生徒を地域社会へ送り出し、視野を広げる機会を探りたい。

・本年度は、夏休みにおいて、中学校の学習会の支
　援役として協力していただきありがとうございま
　した。中学生たちにとって、とても有意義な時間
　となり、継続していただいけるとありがたい。
・達成度に問題なく、継続をお願いします。
・ホームページ、インスタグラム、ケーブテレビへ
　の出演等で様々な情報が発信され、本校の良さ、
　素晴らしさが地域に広まっていると思います。
・地域との関わりも大切にし、色々な行事等に参加
　し、生徒の活躍をうれしく思います。

・Ｃ評価がないので、特にありません。
・達成度に問題なく、継続した取り組みをお願いし
　ます。
・項目でほとんどがA評価となっており、引き続
　き、Ａ評価の率を上げる指導をお願いしたい。本
　校から進学する有利性をもっと生徒や保護者の面
　談のときに説明指導を図っていただきたい。
・入学当初から段階的に進路計画のもと指導が行わ
　れ、学校全体で素晴らしい取り組みがされている
　と思います。

学校関係者評価

・学校の宿題と塾の時間、塾の宿題のバランスを考
　え、深い学びにするためには、宿題の取組として
　「必修宿題」「選択宿題」「自主課題」などに分
　類して、取り組ませることも一考ではないでしょ
　うか。
・家庭学習の習慣づけは、学校内の自習室を活用す
　ることで達成可能と考えます。
・１日当たりの平均学習時間が２時間以上であるが
　少なく、その要因を調べたうえで、宿題や課題の
　充実を図り、家庭学習を習慣できるようより工夫
　を図っていただきたい。
・家庭学習を習慣化できるような工夫が必要と考え
　ました。
・教員相互の授業参観、授業改善の検討、校内研修
　の充実を図っていることに対して、先生方に感謝
　しています。

・授業や行事等の検証に絶えず努めるためには、まず、行事の
    事前指導で主体的に取り組む場面の設定や時間の確保、生徒
　の悩みを解決する教員の適切なサポート、事後、迅速に可視
　化を伴う達成感や成就感、自己有用感が味わえるような仕掛
　けや活躍した生徒を賞賛する場を意図的に設ける、生徒のア
　イディアを柔軟に受けとめる教員の土壌の有無について、全
　職員共通で振り返りや見直しを行うことが大切と考えます。
・館林女子高校の教育活動は特色があると捉えています。引き
    続き生徒への支援を継続することで具体的数値目標に近づく
   ものと推測されます。
・授業の工夫がされていることは生徒自身は感じ取っているこ
   とから、授業自体の工夫に問題ないと考えます。従って、保
   護者への情報発信の改善を図ることで保護者の理解度が向上
   するものと考えます。
・特色ある教育活動の項目がC評価となっており、生徒にヒヤ
　リングを行うことも必要であり、対策をどのようにし、満足
　度を上げられるかを検討することも必要ではないか。また、
　ホームページやインスタなどについては、生徒にわかりやす
　い情報提供の内容の充実を図っていただきたい。
・生徒確保の様々な工夫がされており、成果が表れています。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

・生徒や保護者が期待している教育活動が実践できるように、生徒の実態を十分に
　把握し、より良いものになるように検討改善をしていく。また、生徒の帰属意識
　を高め、生徒の物の見方や考え方を広げる工夫をしていく。
・授業アンケート、学校評価アンケートの結果を踏まえ、生徒の満足度を上げるた
　めの努力をしていく。
・組織的な授業改善をさらに進め、職員研修等を通して職員相互に高め合いなが
　ら、本校ならではの特色ある教育を実践し、生徒の資質・能力向上に努めたい。
・学校ホームページやインスタグラム、classiなどを通じて保護者への情報提供を
　行い、工夫をしていきたい。
・教員の授業力向上のための校内研修の充実を図る。
・昨年度から保護者の要望を受けて、各学年の進路講演会と授業公開を同日に開催
　している。今後も授業改善について、保護者の理解を得るようにしていく。

・授業内容に満足している生徒を増やすための点検・工夫を継続して行う。
・授業に真剣に取り組んでいると自己評価している生徒が昨年に比べ減少した。授
　業外の学習時間が２時間以上に至っていない状況にあり、引き続き検討してい
　く。
・教科間の連携による課題の適量化や主体的に学ぼうとする授業展開、個に応じた
    課題の工夫、デジタル教材の活用などに努めていく。
・教員相互の授業参観を積極的に行い、意見交換ができる場の設定等、授業改善の
    方法の検討を行う。
・一人一人の教員が常に授業改善や教材研究に努め、充実した授業を展開できるよ
  うにする。
・生徒の学習意欲の向上に向け、系統的なキャリア教育等のさらなる充実に努め
   る。
・授業力向上を目指した校内研修等の充実を図る。

・学年の職員間の情報共有は会議等を通じて行われ、効果的であった。学年会議記
　録の供覧により管理職も内容等の把握に努めた。
・朝のSHRなどの生徒観察に加えて、昨年度から「こころの健康観察」を導入し、
　生徒の些細な変化にも迅速に対応する体制が整っている。引き続き、家庭との連
　絡を密に行い、連携して教育相談の一層の充実を図りたい。
・いじめ対策委員会は、いじめの発見・対応・解消のため、機能していた。今後も
　委員会の他、生徒の相談やアンケート調査を継続し、いじめの早期発見と適切な
　対応に努めたい。
・生徒会行事の実施時期、生徒の状況等を考慮し、規模、内容や実施形態等を工夫
　して実施することができた。
・生徒数の減少等により、今後の部活動について、統合、廃部等の計画を進めてい
　る。
・今後も学年や分掌で情報交換を積極的に行い、組織的できめ細やかな指導を実施
　する。
・引き続き、教職員のいじめ未然防止意識の徹底を図っていく。
・規則正しい生活の重要性を生徒に再認識させる。特に、スマホ等の利用に関して
　は、日頃の学校生活に支障がないよう生徒の意識を高める。
・生徒の心身の健康に留意しながら欠席の未然防止に努め、欠席増加の兆候を早期
　に把握し、学年団及び家庭と密に連絡し合い、組織的な対応を図る。
・部活動検討委員会において部活動の在り方について検討を行った。今後も継続し
　て議論を深めたい。

・進路行事について、オンライン等でも実施した。実施形態や内容・実施時期等に
　ついて更なる工夫をしていく。早期の進路目標の設定に効果的である。
・インターンシップ・オープンスクールや看護体験などへの積極的な参加が見られ
　た。
・進路実現に向けて学力向上を図るため、昨年度に引き続き課外授業等の充実に努
　めた。さらなる努力を続けていきたい。
・３年間を見通したキャリア教育の一層の充実を図るために、具体的な方策を打ち
　出し、連携して実行するよう検討している。
・企業訪問や模擬授業が進路を選択していく上での参考やインターンシップ参加の
　意識づけにつながるようにさらに働きかけを工夫する。
・学力向上が進路目標の達成に不可欠であることを自覚させ、根幹となる授業への
　真剣な取組と課外等への積極的な参加を促し、日常的に進路意識を高める指導と
　支援を行う。

・こころの健康観察の導入は、とてもよいと思います。
　この調査結果から発信される生徒からのSOSを、教
　師がしっかりキャッチできるかが重要と考えます。そ
　のためには、スクールカウンセラーなどと連携して、
　「こういった記載が見られた際には、●●な行動をと
　る」といった、具体的なマニュアルなども作成できる
　とよりよいと思います。
・学校生活において、授業に参加することが第一優先で
　あり、そのためにも遅刻・欠席者を減らすことが必要
　と考えます。理由を把握した後、生徒・家庭との丁寧
　な対応を図って下さい。
・多様性が尊重される社会状況においては、全員そろっ
　て同じ行事に参加することに対して違和感があるのは
　やむを得ないと考えます。多様性に準じた生徒会行事
　の検討を推進していただきたいです。
・１日あたりの欠席者が多くなっており、生徒の心身の
　健康に留意され、欠席の未然防止に努めていただきた
　い。
・学習と部活動を両立することは、コミニュケーション
　能力も身につけ、将来必ず役に立つと考えており、部
　活動の加入率を高めていただくと同時に活動支援も図
　っていただきたい。
・アンケートの結果から、健康面や悩みを相談される生
　徒が多いということは、先生と生徒との信頼関係が築
　かれていると感じました。
・こころの健康観察等アンケートを実施して、生徒の悩
　みを早期に把握し、よりよい支援につなげていただき
　たい。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

Ⅴ

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策
羅　　　　　針　　　　　盤

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

生徒の主体的で深い学びを
引き出すための「授業改
善」による学校の特色化に
努めていますか。

1

2

3

８

生徒会行事や部活動への積
極的な参加を促す指導を
行っていますか。

９

生徒の実態を踏まえ、到達
度に応じた学習指導 (授業
等)を行っていますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

組織的・継続的な指導を
行っていますか。

　
6

Ⅵ 教育デジタル化
に努めています
か。

・相談を必要としている生徒へ対応を迅速に行っている。今後も教育相談活動やス
　クールカウンセラーと連携し、効果的な推進のための体制の充実と生徒・保護者
　への周知を継続していく。
・日常的な学校安全対応に努めることができた。
・外部機関との連携などにも留意しながら、教育相談体制のさらなる充実を図り、
　環境整備に努める。
・今後も生徒の安全安心のため、管理、教育を充実を目指していく。

・達成度に問題なく、継続した取り組みをお願いし
　ます。
・すべての項目でＡ評価となっており、引き続き、
　Ａ評価の率を上げる指導をお願いしたい。
・今後も生徒の安全安心を第一に考え、いつ何が起
　こるかわからない様々な災害を想定し、様々な状
　況を考えた訓練を行っていく必要があると思いま
　す。

Ⅶ 生徒が安全で心
身共に健全な学
校生活を送れる
努力をしていま
すか。

ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・Ｃ評価がないので、特にありません。
・達成度に問題なく、継続した取り組みをお願いし
　ます。
・ICTを活用した教育を行うため、校内研修を通し
　て学校全体で取り組み、積極的に授業に取り入
　れ、教育デジタル化に努めている様子がよく分か
　ります。

・生徒や保護者が期待している教育活動や教育内容が概ねできていると思われる。
・校内研修推進委員会やＩＣＴ活用推進を中心に、教員間の情報共有を行い、シ
　ステムの構築に努めた。このことが授業改善の充実につながっている。
・総合的な探究の時間の実施内容について検証し、学年を超えて授業内容の共有を
　図った。
・組織的な授業改善をさらに進め、職員相互に高め合いながら本校ならではの特色
　ある教育を実践し、生徒の資質・能力向上に努めたい。
・今後もＩＣＴの活用の場を広げ、生徒の学習に生かせるよう検討を進めたい。
・電子採点システム「百問繚乱」を昨年度本格的に導入し、採点業務の負担を減ら
　し、業務の効率化を大きく推進することができた。

15

計画的な指導を行っていま
すか。

生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。
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